
 
 

専門職大学院設置基準及び学校教育法第百十条第二項に規定する基準を 
適用するに際して必要な細目を定める省令の改正について（概要） 

 

１．改正の趣旨 

 法曹の養成のための中核的な教育機関として法科大学院における教育の充実を図り、高

度の専門的な能力及び優れた資質を有する法曹となる人材の確保を推進するため、平成３

０年３月１３日中央教育審議会大学分科会法科大学院等特別委員会「法科大学院等の抜本

的な教育の改善・充実に向けた基本的な方向性」を踏まえ、令和元年６月２６日に「法科大

学院の教育と司法試験等との連携等に関する法律等の一部を改正する法律」が公布された

ことに伴い、標記省令について所要の規定の整備を行うものである。 

 

２．改正の概要 

（１）専門職大学院設置基準の一部改正 

一 法科大学院の教育課程の編成方針に関する改正 

連携法に定める法曹養成の基本理念及び大学の責務を踏まえ段階的かつ体系的な教

育課程となるようにしなければならないこととすること。 

 

二 法科大学院の授業科目に関する改正 

法科大学院が開設すべき科目群について新たに規定すること、法律基本科目につい

ては基礎科目を履修した後に応用科目を、他の科目群は法律基本科目の基礎科目及び

応用科目の履修を踏まえて履修するよう教育課程を編成すること、３０単位以上の基

礎科目を必修科目として開設すること、及び展開・先端科目のうち専門的学識及びそ

の応用能力を涵養するための教育を行う科目について８科目全ての開設を努力義務と

すること。 

 

三 法科大学院の授業の方法に関する改正 

論述の能力その他の専門的学識の応用能力を涵養するために必要な方法により授業

を行うよう適切に配慮しなければならないこと。 

 

四 法科大学院における情報の公表に関する改正 

   連携法に規定される「その他文科省令で定める事項」として、志願者及び受験者の

数、標準修業年限修了率、中退率、開設する授業科目の名称、法科大学院が徴収する

費用及び修学に係る経済的負担の軽減に関すること、法学未修者、社会人入学者及び

連携法曹基礎課程からの入学者の割合とその司法試験合格率並びに在学中受験資格に

よる受験者数とその司法試験合格率を規定し、公表するものとすること。 

  （参考）「連携法曹基礎課程」：改正後の法科大学院の教育と司法試験等との連携等に関する法律等の

一部を改正する法律（平成十四年法律第百三十九号）以下「連携法」という。）第６条に基づ

き、法科大学院における教育との円滑な接続を図るため、法科大学院を設置する大学と法曹養

成連携協定を締結する大学が置く課程をいう。 

 

資料１－１ 
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五 法科大学院の履修科目の登録の上限に関する改正 

   履修科目として登録することができる単位数の上限について、１年につき３６単位

を標準として定めるとともに、３６単位を超えて登録しても学修の成果が見込まれる

者として法科大学院が認めた場合においては、４４単位まで増やすことを可能とする

こと。 

 

六 法科大学院入学前の既修得単位等の認定及び既修者認定に関する改正 

   ３０単位を超えてみなしても入学後の学修の充実が見込まれる者として法科大学院

が認めた場合においては、入学前既修得単位及び既修者認定の認定上限をそれぞれ３

０単位から４６単位に増加し、入学前既修得単位及び既修者認定を合わせて４６単位

を上限とすること。 

 

七 法科大学院の修了要件に関する改正 

   修了要件として、法科大学院が開設すべき科目群毎に、必要単位数を規定するこ

と。法律基本科目について、基礎科目３０単位以上を必修とし、公法系科目、民事系

科目、刑事系科目いずれも偏りなく履修することとすること。選択科目のうち、４単

位以上を修得すること。 

 

八 その他  その他所要の改正を行うこと。 

 

九 施行期日 

  ① 一から四までに関する規定（②から④までに該当するものを除く。）  

令和２年４月１日 

② 二のうち必修科目に関する規定及び七に関する規定 令和３年４月１日 

③ 四のうち連携法曹基礎課程からの入学者の割合とその司法試験合格率に関する規

定、五及び六に関する規定 令和４年４月１日 

④ 四のうち在学中受験資格による受験者数とその司法試験合格率に関する規定 令

和５年４月１日 

 

（２）学校教育法第百十条第二項に規定する基準を適用するに際して必要な細目を定める

省令の一部改正 

一 認証評価機関が定める大学評価基準に関し、連携法等の改正を踏まえ専門職大学院

設置基準において法科大学院について特に規定する事項等を反映させるため、①課程

の修了要件に関することなどを追記するとともに、②認定法曹養成連携協定において

連携法科大学院が行うこととされている事項の実施状況に関することを規定するこ

と。 

 

二 その他  その他所要の改正を行うこと。 

 

三 施行期日 令和４年４月１日 
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○
文
部
科
学
省
令
第

号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年

月

日

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田

光
一

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
条

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付

し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し

て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加

え
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
）

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
）

第
十
四
条

［
略
］

第
十
四
条

［
略
］

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
は
、

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
は
、

転
学
等
の
場
合
を
除
き
、
当
該
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
以
外

編
入
学
、
転
学
等
の
場
合
を
除
き
、
当
該
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た

の
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

単
位
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し

み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
当
該
専
門
職
大
学
院
が
修
了
要
件
と
し
て
定
め
る

た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
当
該
専
門
職
大
学
院
が
修
了
要
件
と
し

三
十
単
位
以
上
の
単
位
数
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

て
定
め
る
三
十
単
位
以
上
の
単
位
数
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条

法
科
大
学
院
は
、
入
学
者
の
選
抜
に
当
た
っ
て
は
、
入
学
者
が
法
科

第
二
十
条

法
科
大
学
院
は
、
入
学
者
の
選
抜
に
当
た
っ
て
は
、
入
学
者
の
適
性

大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法

を
適
確
か
つ
客
観
的
に
評
価
す
る
も
の
と
す
る
。

律
第
百
三
十
九
条
号
。
以
下
「
連
携
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
各
号
に
掲
げ
る

学
識
及
び
能
力
並
び
に
素
養
を
涵
養
す
る
た
め
の
教
育
を
受
け
る
上
で
求
め
ら

れ
る
適
性
及
び
能
力
を
有
す
る
か
を
、
適
確
か
つ
客
観
的
に
評
価
し
、
判
定
す

る
も
の
と
す
る
。

（
法
科
大
学
院
の
教
育
課
程
の
編
成
方
針
）

第
二
十
条
の
二

法
科
大
学
院
は
、
そ
の
教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

［
条
を
加
え
る
。
］

次
条
第
一
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
授
業
科
目
を
自
ら
開
設
し
、
段
階
的
か

つ
体
系
的
に
教
育
課
程
を
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
法
科
大
学
院
は
、
連
携
法
第
二
条
に
規

定
す
る
法
曹
養
成
の
基
本
理
念
及
び
同
法
第
四
条
に
規
定
す
る
大
学
の
責
務
を

踏
ま
え
、
将
来
の
法
曹
と
し
て
の
実
務
に
必
要
な
学
識
及
び
そ
の
応
用
能
力

（
弁
論
の
能
力
を
含
む
。
）
並
び
に
法
律
に
関
す
る
実
務
の
基
礎
的
素
養
を
涵

養
す
る
よ
う
適
切
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
科
大
学
院
の
授
業
科
目
）

第
二
十
条
の
三

法
科
大
学
院
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
授
業
科
目
を
開
設
す
る

［
条
を
加
え
る
。
］

も
の
と
す
る
。
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一

法
律
基
本
科
目
（
憲
法
、
行
政
法
、
民
法
、
商
法
、
民
事
訴
訟
法
、
刑

法
、
刑
事
訴
訟
法
に
関
す
る
分
野
の
科
目
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二

法
律
実
務
基
礎
科
目
（
法
曹
と
し
て
の
技
能
及
び
責
任
そ
の
他
の
法
律
実

務
に
関
す
る
基
礎
的
な
分
野
の
科
目
を
い
う
。
）

三

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目
（
基
礎
法
学
に
関
す
る
分
野
又
は
法
学
と
関
連
を

有
す
る
分
野
の
科
目
を
い
う
。
）

四

展
開
・
先
端
科
目
（
先
端
的
な
法
領
域
に
関
す
る
科
目
そ
の
他
の
実
定
法

に
関
す
る
多
様
な
分
野
の
科
目
で
あ
っ
て
、
法
律
基
本
科
目
以
外
の
も
の
を

い
う
。
）

２

法
科
大
学
院
は
、
法
律
基
本
科
目
に
お
い
て
、
連
携
法
第
四
条
第
一
号
に
規

定
す
る
専
門
的
学
識
（
専
門
的
な
法
律
知
識
そ
の
他
の
学
識
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
涵
養
す
る
た
め
の
教
育
を
行
う
科
目
（
以
下
「
基

礎
科
目
」
と
い
う
。
）
を
履
修
し
た
後
に
、
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
応
用
能

力
（
法
的
な
推
論
、
分
析
、
構
成
及
び
論
述
の
能
力
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及

び
第
二
十
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
涵
養
す
る
た
め
の
教
育
を
行
う
科
目

（
以
下
「
応
用
科
目
」
と
い
う
。
）
を
履
修
す
る
よ
う
、
教
育
課
程
を
編
成
す

る
も
の
と
す
る
。

３

法
科
大
学
院
は
、
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
各
科
目
に

つ
い
て
は
、
法
律
基
本
科
目
の
基
礎
科
目
及
び
応
用
科
目
の
履
修
を
踏
ま
え
て

履
修
す
る
よ
う
、
教
育
課
程
を
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。

４

法
科
大
学
院
は
、
展
開
・
先
端
科
目
の
う
ち
、
連
携
法
第
四
条
第
三
号
に
規

定
す
る
専
門
的
学
識
及
び
そ
の
応
用
能
力
を
涵
養
す
る
た
め
の
教
育
を
行
う
科

目
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
科
目
（
以
下
「
選
択
科
目
」
と
い
う
。
）
の
全
て
を

開
設
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

倒
産
法

二

租
税
法

三

経
済
法

四

知
的
財
産
法

五

労
働
法

六

環
境
法

七

国
際
関
係
法
（
公
法
系
）

八

国
際
関
係
法
（
私
法
系
）
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５

共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
法
科
大
学
院
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
構
成

法
科
大
学
院
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
前
条
及
び
前
四
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該
構
成
法
科
大
学
院
の
う
ち
一
の
法
科
大
学
院
が
開
設
す
る
授
業

科
目
は
、
当
該
一
の
法
科
大
学
院
及
び
そ
れ
以
外
の
構
成
法
科
大
学
院
が
そ
れ

ぞ
れ
開
設
す
る
も
の
と
み
な
す
。

（
法
科
大
学
院
の
授
業
を
行
う
学
生
数
）

第
二
十
条
の
四

法
科
大
学
院
は
、
一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
同
時
に
授
業
を
行

［
条
を
加
え
る
。
］

う
学
生
数
を
少
人
数
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
一
の
法
律
基
本
科
目
に
つ
い
て
同
時
に
授
業
を
行

う
学
生
数
は
、
五
十
人
以
下
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
上
必
要
が
あ
り
、
か

つ
、
十
分
な
教
育
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

（
法
科
大
学
院
の
授
業
の
方
法
等
）

第
二
十
条
の
五

法
科
大
学
院
に
お
い
て
は
、
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法

［
条
を
加
え
る
。
］

の
ほ
か
、
連
携
法
第
四
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る
論
述
の
能
力
そ
の

他
の
専
門
的
学
識
の
応
用
能
力
を
涵
養
す
る
た
め
に
必
要
な
方
法
に
よ
り
授
業

を
行
う
よ
う
適
切
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
科
大
学
院
に
お
け
る
学
修
の
成
果
に
係
る
厳
格
か
つ
客
観
的
な
評
価
及
び

修
了
の
認
定
）

第
二
十
条
の
六

法
科
大
学
院
は
、
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
修
の
成
果
に

［
条
を
加
え
る
。
］

係
る
評
価
及
び
修
了
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
連
携
法
第
五
条
第
二
号
及
び
第

三
号
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
基
準
に
基
づ
き
、
同
法
第
四
条
各
号
に
掲
げ

る
学
識
及
び
能
力
並
び
に
素
養
が
涵
養
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
厳

格
か
つ
客
観
的
に
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
科
大
学
院
に
お
け
る
情
報
の
公
表
）

第
二
十
条
の
七

連
携
法
第
五
条
第
六
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

［
条
を
加
え
る
。
］

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る

一

入
学
者
選
抜
に
お
け
る
志
願
者
及
び
受
験
者
の
数
そ
の
他
入
学
者
選
抜
に
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関
す
る
こ
と

二

当
該
法
科
大
学
院
に
入
学
し
た
者
の
う
ち
標
準
修
業
年
限
以
内
で
修
了
し

た
者
の
割
合
及
び
年
度
当
初
に
当
該
法
科
大
学
院
に
在
籍
し
た
者
の
う
ち
当

該
年
度
途
中
に
退
学
し
た
者
の
割
合

三

当
該
法
科
大
学
院
が
開
設
す
る
授
業
科
目
の
う
ち
基
礎
科
目
若
し
く
は
応

用
科
目
又
は
選
択
科
目
と
し
て
開
設
す
る
も
の
の
名
称

四

授
業
料
、
入
学
料
そ
の
他
の
当
該
法
科
大
学
院
が
徴
収
す
る
費
用
及
び
修

学
に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と

五

連
携
法
第
十
条
第
一
号
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
就
業
者
そ
の
他
の
職
業

経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
当
該
法
科
大
学
院
に
入
学
し
た
者
又
は
第
二
号

に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
法
学
を
履
修
す
る
課
程
以
外
の
大
学
の
課
程
を
修

了
し
て
当
該
法
科
大
学
院
に
入
学
し
た
者
そ
れ
ぞ
れ
の
入
学
者
に
占
め
る
割

合
及
び
司
法
試
験
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
一
条
第
一
項

に
規
定
す
る
司
法
試
験
（
以
下
単
に
「
司
法
試
験
」
と
い
う
。
）
の
合
格
率

（
共
同
教
育
課
程
に
係
る
修
了
要
件
）

（
共
同
教
育
課
程
に
係
る
修
了
要
件
）

第
三
十
四
条

［
略
］

第
三
十
四
条

［
略
］

２
～
３

［
略
］

２
～
３

［
略
］

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
法
科
大
学
院
又
は
教
職
大
学
院
に
お
い
て

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
法
科
大
学
院
又
は
教
職
大
学
院
に
お
い
て

当
該
共
同
教
育
課
程
に
係
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
数
に

当
該
共
同
教
育
課
程
に
係
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
数
に

は
、
法
科
大
学
院
に
あ
っ
て
は
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て

は
、
法
科
大
学
院
に
あ
つ
て
は
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
五
条
第

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
教
職
大
学
院
に
あ
っ
て
は
第
二
十
七
条
第
一
項
（
同
条

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
教
職
大
学
院
に
あ
つ
て
は
第
二
十
七
条
第
一
項
（
同
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
十
八
条
第
一
項

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
単
位
又

の
規
定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
単
位
又

は
前
条
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
単
位
を
含
ま
な

は
前
条
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
も
の
と
す
る
単
位
を
含
ま
な

い
も
の
と
す
る
。

い
も
の
と
す
る
。

（
共
同
開
設
科
目
）

（
共
同
開
設
科
目
）

第
三
十
七
条

［
略
］

第
三
十
七
条

［
略
］

２

国
際
連
携
専
攻
を
設
け
る
専
門
職
大
学
院
が
前
項
の
授
業
科
目
（
以
下
こ
の

２

国
際
連
携
専
攻
を
設
け
る
専
門
職
大
学
院
が
前
項
の
授
業
科
目
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
共
同
開
設
科
目
」
と
い
う
。
）
を
開
設
し
た
場
合
、
当
該
専
門

項
に
お
い
て
「
共
同
開
設
科
目
」
と
い
う
。
）
を
開
設
し
た
場
合
、
当
該
専
門

 9



職
大
学
院
の
国
際
連
携
専
攻
の
学
生
が
当
該
共
同
開
設
科
目
の
履
修
に
よ
り
修

職
大
学
院
の
国
際
連
携
専
攻
の
学
生
が
当
該
共
同
開
設
科
目
の
履
修
に
よ
り
修

得
し
た
単
位
は
、
七
単
位
を
超
え
な
い
範
囲
（
教
職
大
学
院
に
あ
っ
て
は
当
該

得
し
た
単
位
は
、
七
単
位
を
超
え
な
い
範
囲
（
教
職
大
学
院
に
あ
つ
て
は
当
該

教
職
大
学
院
が
修
了
要
件
と
し
て
定
め
る
四
十
五
単
位
以
上
の
単
位
数
の
四
分

教
職
大
学
院
が
修
了
要
件
と
し
て
定
め
る
四
十
五
単
位
以
上
の
単
位
数
の
四
分

の
一
を
超
え
な
い
範
囲
）
で
、
当
該
専
門
職
大
学
院
又
は
連
携
外
国
専
門
職
大

の
一
を
超
え
な
い
範
囲
）
で
、
当
該
専
門
職
大
学
院
又
は
連
携
外
国
専
門
職
大

学
院
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

学
院
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

し
、
連
携
外
国
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
数
が
、
第
三
十
九
条

し
、
連
携
外
国
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
数
が
、
第
三
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
連
携
外
国
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
す
る
こ
と
と

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
連
携
外
国
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
単
位
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
共
同
開
設
科
目
の
履
修
に
よ
り
修

さ
れ
て
い
る
単
位
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
共
同
開
設
科
目
の
履
修
に
よ
り
修

得
し
た
単
位
を
連
携
外
国
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
と
す
る
こ

得
し
た
単
位
を
連
携
外
国
専
門
職
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

と
は
で
き
な
い
。

備
考

表
中
の[

]

の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。
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第
二
条

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
対
象
規
定
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ

る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対

応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
法
科
大
学
院
の
授
業
科
目
）

（
法
科
大
学
院
の
授
業
科
目
）

第
二
十
条
の
三

［
略
］

第
二
十
条
の
三

［
略
］

２

［
略
］

２

［
略
］

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
科
大
学
院
は
、
三
十
単
位
以
上
の
基
礎
科
目
を

［
項
を
加
え
る
。
］

必
修
科
目
と
し
て
開
設
す
る
も
の
と
す
る
。

４
・
５

［
略
］

３
・
４

［
略
］

６

共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
法
科
大
学
院
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
構
成

５

共
同
教
育
課
程
を
編
成
す
る
法
科
大
学
院
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
構
成
法

法
科
大
学
院
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
前
条
及
び
前
五
項
の
規
定
に
か
か

科
大
学
院
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
前
条
及
び
前
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

わ
ら
ず
、
当
該
構
成
法
科
大
学
院
の
う
ち
一
の
法
科
大
学
院
が
開
設
す
る
授
業

ず
、
当
該
構
成
法
科
大
学
院
の
う
ち
一
の
法
科
大
学
院
が
開
設
す
る
授
業
科
目

科
目
は
、
当
該
一
の
法
科
大
学
院
以
外
の
法
科
大
学
院
が
そ
れ
ぞ
れ
開
設
す
る

は
、
当
該
一
の
法
科
大
学
院
以
外
の
法
科
大
学
院
が
そ
れ
ぞ
れ
開
設
す
る
も
の
と

も
の
と
み
な
す
。

み
な
す
。

（
法
科
大
学
院
の
課
程
の
修
了
要
件
）

（
法
科
大
学
院
の
課
程
の
修
了
要
件
）

第
二
十
三
条

法
科
大
学
院
の
課
程
の
修
了
の
要
件
は
、
第
十
五
条
の
規
定
に
か

第
二
十
三
条

法
科
大
学
院
の
課
程
の
修
了
の
要
件
は
、
第
十
五
条
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

か
わ
ら
ず
、
法
科
大
学
院
に
三
年
（
三
年
を
超
え
る
標
準
修
業
年
限
を
定
め
る

研
究
科
、
専
攻
又
は
学
生
の
履
修
上
の
区
分
に
あ
っ
て
は
、
当
該
標
準
修
業
年

限
）
以
上
在
学
し
、
九
十
三
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

法
科
大
学
院
に
三
年
（
三
年
を
超
え
る
標
準
修
業
年
限
を
定
め
る
研
究

［
号
を
加
え
る
。
］

科
、
専
攻
又
は
学
生
の
履
修
上
の
区
分
に
あ
っ
て
は
、
当
該
標
準
修
業
年

限

以
上
在
学
し
、
九
十
三
単
位
以
上
を
修
得
す
る
こ
と
。

）

二

第
二
十
条
の
三
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
科
目
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る

［
号
を
加
え
る
。
］

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
単
位
数
を
修
得
す
る
こ
と
。

イ

法
律
基
本
科
目

四
十
八
単
位
以
上

ロ

法
律
実
務
基
礎
科
目

十
単
位
以
上

ハ

基
礎
法
学
・
隣
接
科
目

四
単
位
以
上

ニ

展
開
・
先
端
科
目

十
二
単
位
以
上

三

法
律
基
本
科
目
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

［
号
を
加
え
る
。
］
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各
号
に
定
め
る
単
位
数
を
修
得
す
る
こ
と
。

イ

基
礎
科
目

三
十
単
位
以
上
（
第
二
十
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

法
科
大
学
院
が
定
め
る
必
修
科
目
の
単
位
を
含
む
。
）

ロ

応
用
科
目

十
八
単
位
以
上

四

法
律
基
本
科
目
を
履
修
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
法
系
科
目
（
憲
法
及
び

［
号
を
加
え
る
。
］

行
政
法
に
関
す
る
分
野
の
科
目
を
い
う
。
）
、
民
事
系
科
目
（
民
法
、
商
法

及
び
民
事
訴
訟
法
に
関
す
る
分
野
の
科
目
を
い
う
。
）
、
刑
事
系
科
目
（
刑

法
及
び
刑
事
訴
訟
法
に
関
す
る
分
野
の
科
目
を
い
う
。
）
の
い
ず
れ
か
に
過

。

度
に
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
履
修
す
る
こ
と

五

第
二
十
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
選
択
科
目
に
つ
い
て
、
四
単
位
以
上

［
号
を
加
え
る
。
］

を
修
得
す
る
こ
と
。

備
考

表
中
の[

]

の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。
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第
三
条

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
対
象
規
定
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ

る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対

応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
法
科
大
学
院
に
お
け
る
情
報
の
公
表
）

（
法
科
大
学
院
に
お
け
る
情
報
の
公
表
）

第
二
十
条
の
七

［
略
］

第
二
十
条
の
七

［
略
］

一
～
五

［
略
］

一
～
五

［
略
］

六

連
携
法
第
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
連
携
法
曹
基
礎
課
程
か
ら
の

［
号
を
加
え
る
。
］

入
学
者
の
入
学
者
全
体
に
占
め
る
割
合
及
び
司
法
試
験
の
合
格
率

（
法
科
大
学
院
の
履
修
科
目
の
登
録
の
上
限
）

［
条
を
加
え
る
。
］

第
二
十
条
の
八

法
科
大
学
院
の
学
生
が
履
修
科
目
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
る
単
位
数
の
上
限
は
、
一
年
に
つ
き
三
十
六
単
位
を
標
準
と
し
て
法
科
大
学

院
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

法
科
大
学
院
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
連
携
法
第
六
条
第
二
項
第

一
号
に
規
定
す
る
連
携
法
曹
基
礎
課
程
を
修
了
し
て
法
科
大
学
院
に
入
学
し
た

学
生
そ
の
他
の
前
項
に
規
定
す
る
単
位
数
を
超
え
て
登
録
し
て
も
学
修
の
成
果

が
見
込
ま
れ
る
者
と
し
て
当
該
法
科
大
学
院
が
認
め
る
学
生
に
つ
い
て
は
一
年

に
つ
き
四
十
四
単
位
ま
で
履
修
科
目
と
し
て
登
録
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
）

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
）

第
二
十
二
条

［
略
］

第
二
十
二
条

［
略
］

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
は
、

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
は
、

転
学
等
の
場
合
を
除
き
、
当
該
法
科
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
以
外
の

編
入
学
、
転
学
等
の
場
合
を
除
き
、
当
該
法
科
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単

も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項

位
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前

（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
当
該
法

条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

科
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
三
十
単
位

り
当
該
法
科
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て

（
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な
す
単
位
を

三
十
単
位
（
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な

除
く
。
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
連
携
法
曹
基
礎
課
程
を
修
了

す
単
位
を
除
く
。
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

し
て
法
科
大
学
院
に
入
学
し
た
学
生
そ
の
他
の
前
段
に
規
定
す
る
単
位
数
を
超

え
て
み
な
し
て
も
入
学
後
の
学
修
の
充
実
が
見
込
ま
れ
る
者
と
し
て
当
該
法
科

大
学
院
が
認
め
る
学
生
（
以
下
「
認
定
学
生
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
四

十
六
単
位
（
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な
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す
単
位
を
除
く
。
）
を
超
え
な
い
範
囲
で
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。

（
法
学
既
修
者
）

（
法
学
既
修
者
）

第
二
十
五
条

法
科
大
学
院
は
、
当
該
法
科
大
学
院
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
法

第
二
十
五
条

法
科
大
学
院
は
、
当
該
法
科
大
学
院
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
法

学
の
基
礎
的
な
学
識
を
有
す
る
と
認
め
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
法
学

学
の
基
礎
的
な
学
識
を
有
す
る
と
認
め
る
者
（
以
下
「
法
学
既
修
者
」
と
い

既
修
者
」
と
い
う
。
）
に
関
し
て
は
、
第
二
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
在
学

う
。
）
に
関
し
て
は
、
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
在
学
期
間
に
つ
い
て
は
一
年

期
間
に
つ
い
て
は
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
当
該
法
科
大
学
院
が
認
め
る
期
間

を
超
え
な
い
範
囲
で
当
該
法
科
大
学
院
が
認
め
る
期
間
在
学
し
、
同
条
に
規
定

在
学
し
、
同
号
に
規
定
す
る
単
位
に
つ
い
て
は
三
十
単
位
を
超
え
な
い
範
囲
で

す
る
単
位
に
つ
い
て
は
三
十
単
位
を
超
え
な
い
範
囲
で
当
該
法
科
大
学
院
が
認

当
該
法
科
大
学
院
が
認
め
る
単
位
を
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

め
る
単
位
を
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
九
十
三
単

る
。
た
だ
し
、
九
十
三
単
位
を
超
え
る
単
位
の
修
得
を
修
了
の
要
件
と
す
る
法

位
を
超
え
る
単
位
の
修
得
を
修
了
の
要
件
と
す
る
法
科
大
学
院
に
あ
っ
て
は
、

科
大
学
院
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
単
位
数
に
限
り
三
十
単
位
を
超

そ
の
超
え
る
部
分
の
単
位
数
に
限
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な
す
こ
と
が
で
き

え
て
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

２

認
定
学
生
に
関
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
三
十
単

［
項
を
加
え
る
。
］

位
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
六
単
位
」
と
読
み
替
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
学
既
修
者
に
つ
い
て
在
学
し
た
も
の
と
み
な
す
こ

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
法
学
既
修
者
に
つ
い
て
在
学
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と

と
の
で
き
る
期
間
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
在
学
し
た
も
の
と
み
な
す
期
間
と

の
で
き
る
期
間
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
在
学
し
た
も
の
と
み
な
す
期
間
と
合

合
わ
せ
て
一
年
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

わ
せ
て
一
年
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
学
既
修
者
に
つ
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
学
既
修
者
に
つ
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ

と
の
で
き
る
単
位
数
（
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み

と
の
で
き
る
単
位
数
（
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て

な
す
単
位
を
除
く
。
）
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準

み
な
す
単
位
を
除
く
。
）
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し

も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
三
十
単
位
（
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し

た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
三
十
単
位
（
第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ

書
の
規
定
に
よ
り
四
十
六
単
位
を
超
え
な
い
範
囲
で
み
な
す
場
合
は
四
十
六
単

し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な
す
単
位
を
除
く
。
）
を
超
え
な

位
（
第
二
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
三
十
単
位
を
超
え
て
み
な

い
も
の
と
す
る
。

す
単
位
を
除
く
。
）
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

備
考

表
中
の[

]

の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。
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第
四
条

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し

、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
法
科
大
学
院
に
お
け
る
情
報
の
公
表
）

（
法
科
大
学
院
に
お
け
る
情
報
の
公
表
）

第
二
十
条
の
七

［
略
］

第
二
十
条
の
七

［
略
］

一
～
六

［
略
］

一
～
六

［
略
］

七

当
該
法
科
大
学
院
の
学
生
の
う
ち
、
司
法
試
験
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定

［
号
を
加
え
る
。
］

に
よ
り
司
法
試
験
を
受
け
た
者
の
人
数
及
び
司
法
試
験
の
合
格
率

備
考

表
中
の[

]

の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。
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附

則

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条

令
和
三
年
四
月
一
日

二

第
三
条

令
和
四
年
四
月
一
日

三

第
四
条

令
和
五
年
四
月
一
日

２

第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
二
十
条
の
三
及
び
第
二
十
三
条
の
規
定
は
、
令
和
三
年
度
以
降
に

法
科
大
学
院
に
入
学
し
た
者
（
法
学
既
修
者
（
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
除
く
。
）

及
び
令
和
四
年
度
以
降
に
入
学
し
た
法
学
既
修
者
が
履
修
す
る
授
業
科
目
の
開
設
と
そ
の
修
了
の
認
定
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準

第
二
十
条
の
七
中
「
第
五
条
第
六
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
五
号
」
と
す
る
。
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○
文
部
科
学
省
令
第

号

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
百
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
法
第
百
十
条
第
二
項

に
規
定
す
る
基
準
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要
な
細
目
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年

月

日

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田

光
一

学
校
教
育
法
第
百
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要
な
細
目
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

学
校
教
育
法
第
百
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要
な
細
目
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
六
年
文
部

科
学
省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の

傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た

規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動

し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
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後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
法
科
大
学
院
に
係
る
法
第
百
十
条
第
二
項
各
号
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要

（
法
科
大
学
院
に
係
る
法
第
百
十
条
第
二
項
各
号
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要

な
細
目
）

な
細
目
）

第
四
条

第
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
専
門
職
大
学
院

第
四
条

［
同
上
］

設
置
基
準
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
科
大
学
院
（
以
下
こ
の
項
及
び
次

項
に
お
い
て
単
に
「
法
科
大
学
院
」
と
い
う
。
）
の
認
証
評
価
に
係
る
認
証
評

価
機
関
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
認
証
の
基
準
に
係
る
法
第
百
十
条
第
三
項
に
規

定
す
る
細
目
の
う
ち
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一

大
学
評
価
基
準
が
、
第
一
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ

一

［
同
上
］

る
事
項
に
つ
い
て
認
証
評
価
を
行
う
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

［
号
の
細
分
を
削
る
。
］

イ

教
育
活
動
等
の
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

イ

入
学
者
の
選
抜
に
お
け
る
入
学
者
の
多
様
性
の
確
保
並
び
に
適
性
及
び

ロ

入
学
者
の
選
抜
に
お
け
る
入
学
者
の
多
様
性
の
確
保
並
び
に
適
性
及
び

能
力
の
適
確
か
つ
客
観
的
な
評
価
及
び
判
定
に
関
す
る
こ
と
。
。

能
力
の
適
確
か
つ
客
観
的
な
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

［
略
］

ハ

［
略
］

ハ

［
略
］

ニ

［
略
］

ニ

教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
の
開
設
そ
の
他

ホ

教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
の
開
設
そ
の
他

の
段
階
的
か
つ
体
系
的
な
教
育
課
程
の
編
成
に
関
す
る
こ
と
。

の
体
系
的
な
教
育
課
程
の
編
成
に
関
す
る
こ
と
。

ホ

［
略
］

ヘ

［
略
］

へ

法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
（
平

ト

授
業
の
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
九
号
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
連

携
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
学
識
及
び
能
力
並
び
に
素
養

を
涵
養
す
る
た
め
の
授
業
の
方
法
等
に
関
す
る
こ
と
。

ト

学
修
の
成
果
に
係
る
厳
格
か
つ
客
観
的
な
評
価
及
び
修
了
の
認
定
に
関

チ

［
同
上
］

す
る
こ
と
。

チ

［
略
］

リ

［
略
］

リ

教
育
活
動
等
の
状
況
に
係
る
情
報
の
公
表
に
関
す
る
こ
と
。

［
号
の
細
分
を
加
え
る
。
］

ヌ

一
年
間
の
履
修
科
目
の
登
録
の
上
限
の
設
定
に
関
す
る
こ
と
。

ヌ

学
生
が
一
年
間
又
は
一
学
期
に
履
修
科
目
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
る
単
位
数
の
上
限
の
設
定
に
関
す
る
こ
と
。

ル

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
単
位
の

ル

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
学
既
修
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認
定
及
び
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法

者
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。

学
既
修
者
の
認
定
に
関
す
る
こ
と
。

ヲ

課
程
の
修
了
要
件
に
関
す
る
こ
と
。

［
号
の
細
分
を
加
え
る
。
］

ワ
～
ヨ

［
略
］

ヲ
～
カ

［
略
］

タ

連
携
法
第
六
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
連
携
法
科
大
学
院
に
お
け

［
号
の
細
分
を
加
え
る
。
］

る
同
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
実
施
状
況
に
関
す
る
こ
と
。

二

評
価
方
法
が
、
前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
認
証
評
価
機
関
に
な
ろ
う
と

二

評
価
方
法
が
、
前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
認
証
評
価
機
関
に
な
ろ
う
と

す
る
者
が
連
携
法
第
二
条
に
規
定
す
る
法
曹
養
成
の
基
本
理
念
及
び
同
法
第

す
る
者
が
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律

四
条
に
規
定
す
る
大
学
の
責
務
を
踏
ま
え
、
特
に
重
要
と
認
め
る
事
項
の
評

（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
九
号
。
次
号
に
お
い
て
「
連
携
法
」
と
い

価
結
果
を
勘
案
し
つ
つ
総
合
的
に
評
価
す
る
も
の
そ
の
他
の
学
校
教
育
法
第

う
。
）
第
二
条
に
規
定
す
る
法
曹
養
成
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
て
特
に
重
要

百
九
条
第
五
項
に
規
定
す
る
認
定
を
適
確
に
行
う
に
足
り
る
も
の
で
あ
る
こ

と
認
め
る
事
項
の
評
価
結
果
を
勘
案
し
つ
つ
総
合
的
に
評
価
す
る
も
の
そ
の

と
。

他
の
同
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
を
適
確
に
行
う
に
足
り
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

三

認
証
評
価
機
関
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
、
学
校
教
育
法
第
百
九
条
第
六
項

三

認
証
評
価
機
関
に
な
ろ
う
と
す
る
者
が
、
連
携
法
第
五
条
第
三
項
に
規
定

に
規
定
す
る
適
合
認
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
法
科
大
学
院
の
教
育
活
動
の

す
る
適
格
認
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
法
科
大
学
院
の
教
育
活
動
の
状
況
に

状
況
に
つ
い
て
、
当
該
法
科
大
学
院
の
求
め
に
応
じ
、
再
度
評
価
を
行
う
よ

つ
い
て
、
当
該
法
科
大
学
院
の
求
め
に
応
じ
、
再
度
評
価
を
行
う
よ
う
努
め

う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

２
・
３

［
略
］

２
・
３

［
略
］

備
考

表
中
の[

]

の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。
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附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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○
文
部
科
学
省
令
第

号

法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
六
条
第
三
項
第

二
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年

月

日

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田

光
一

法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
文
部
科
学
大
臣
の

認
定
に
関
す
る
省
令

（
用
語
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
連
携
法
科
大
学
院
の
入
学
者
選
抜
）

第
二
条

法
第
六
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
入
学
者
選
抜
の
対
象
と
な
る
人
数
は
、
当
該
法
科
大
学
院
の
入
学
定
員
の
二
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分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
法
第
六
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
三
条

法
第
六
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
六
号
）
第
二
十
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
法
律
基
本

科
目
の
基
礎
科
目
に
相
当
す
る
科
目
（
法
科
大
学
院
が
、
同
令
第
二
十
五
条
第
一
項
に
基
づ
き
そ
の
単
位
を
修
得
し
た
も

の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
る
科
目
に
限
る
。
）
が
、
連
携
法
曹
基
礎
課
程
に
お
い
て
、
必
修
科
目
と
し
て
段
階

的
か
つ
体
系
的
に
開
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

前
号
の
ほ
か
、
連
携
法
曹
基
礎
課
程
に
お
け
る
教
育
の
実
施
に
関
し
、
大
学
院
設
置
基
準
（
昭
和
四
十
九
年
文
部
省
令

第
二
十
八
号
）
第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）
第
三
十

一
条
第
一
項
に
基
づ
い
て
当
該
連
携
法
曹
基
礎
課
程
の
学
生
が
連
携
法
科
大
学
院
に
入
学
し
た
後
に
単
位
を
与
え
る
当
該

連
携
法
科
大
学
院
の
授
業
科
目
を
履
修
す
る
当
該
学
生
に
対
す
る
配
慮
そ
の
他
の
当
該
連
携
法
科
大
学
院
に
お
け
る
教
育

と
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

連
携
法
曹
基
礎
課
程
の
学
生
の
卒
業
に
関
し
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
八
十
九
条
に
規
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定
す
る
卒
業
の
認
定
（
次
号
に
お
い
て
「
早
期
卒
業
の
認
定
」
と
い
う
。
）
の
基
準
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四

早
期
卒
業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
連
携
法
曹
基
礎
課
程
の
学
生
に
対
す
る
、
適
切
な
学
習
指
導
の
実
施
そ
の
他
の

教
育
的
配
慮
を
行
う
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
公
表
）

第
四
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
第
六
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
付
及
び
当
該
認
定
法
曹
養
成
連
携

協
定
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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学校教育法施行令の一部を改正する政令案等に関する 

パブリックコメント（意見公募手続）の結果について 

 

 

１．意見募集の概要 

（１）募集期間：令和元年８月９日（金）～令和元年９月７日（土） 

（２）告知方法：ホームページ 

（３）受付方法：郵送、FAX、電子メール 

 

２．意見総数 

 件数：28件 （個人 12件（６名）、団体３件（１団体）、不明 13 件） 

 

３．主な意見の概要 

（全体） 

○ 改革の着実な実施を期待する。 
 

（専門職大学院設置基準） 

○ 修了要件に係る法律基本科目の必要単位数を「４８単位以上」とする根拠及び４８単位

でも法科大学院で学修すべき法律基本科目７科目の範囲・内容を網羅できる根拠を示すべ

き。 

○ 修了要件に係る法律基本科目の必要単位数について、科目ごとの必要単位数についても

定めるべき。 

 ○ 履修科目の登録上限単位数の増及び入学前既修得単位並びに既修者認定の上限単位数の

増により拡大する枠は、どのように活用するのか。 

 ○ 「選択科目」全ての開設及び「選択科目１科目４単位以上を必修」とする修了要件につ

いて、いつまでに対応が必要なのか。 
 

（細目省令） 

○ 連携法科大学院が適切な教育を安定的かつ継続的に実施できる体制が整備されているこ

とを、細目省令に規定すべき。 
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